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研究成果の概要（和文）：　裁判員の判断過程に影響し、望ましくないバイアスを生む要因について、模擬裁判員実験
を行って検討した。被害者遺族の意見陳述や遺体写真などがネガティブな感情を喚起し、有罪判断を増加させること、
一方、合理的な思考を行う傾向が強いものは、ネガティブ感情を喚起されることが少なく、有罪無罪の判断が影響を受
けにくいことが示された。丁寧な説示を与え、合理的な判断を促し、熟考の時間を十分にとることによって、上記の影
響を除去できる可能性も示された。しかし合理的な判断を促すことにより、逆に不合理な判断を誘発する可能性や、過
剰に感情を制御してしまう可能性もあり、さらなる実験心理学的検討の必要性が示された。

研究成果の概要（英文）：We examined the influences of inflammatory information in courts on lay judges' 
verdict decisions with a series of mock lay judge experiments. Inflammatory information such as victim's 
family's statements of opinion or photographs of dead bodies made the mock lay judges' negative emotions 
stronger and increased guilty verdicts. However, for mock lay judges with high need for cognition, 
inflammatory information did not elicit negative emotions nor increase guilty verdicts. Careful legal 
instructions, pressure for rational decision, and enough thinking time seemed to remove the influences of 
inflammatory information in courts. However, our data suggested the possibilities that pressure for 
rational thinking caused irrational judgments or excessive suppression of negative emotions. More 
psychological experiments are required for the reexamination on Japanese lay judge system and its proper 
applications.

研究分野：認知心理学・司法心理学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究プロジェクトが始まったのは、５年
間の準備期間を経て、裁判員制度の運用が開
始されてから２年弱が経過した時点であっ
た。それまでに裁判所などでは多くの模擬裁
判を実施するなど、適切な裁判員裁判を行う
ための準備を行っており、心理学者も実験研
究を通して裁判員の判断について研究する
必要性に着目し始め、先駆的な模擬裁判員実
験の成果も得られていた。また、アメリカを
はじめとする陪審制を持つ国においては、陪
審員の判断に関する実験的研究の蓄積があ
った。 
 しかし、日本の裁判員制度は独自性が高く、
諸外国の陪審制や参審制と異なる点が多い。
特に、裁判員が任期制ではなく単一の裁判の
ために選任され、裁判官とともに司法的判断
を行う点、裁判員が量刑の決定にも関与し、
かつ事実認定と量刑判断の手続きが分離さ
れておらず、公判において量刑判断のための
証拠調べを行ったのちに事実認定の判断が
求められる点は諸外国の制度との大きな相
違点である。そのため、裁判員の判断に影響
を及ぼす可能性のある要因については、日本
の裁判員制度の特徴を踏まえつつ、洗い出し
をする必要があった。 
 本研究では特に、公判において提示される、
人の感情を掻き立てる可能性の高い情報（例
えば被害者の意見陳述など）が裁判員の有罪
無罪判断に与える影響について注目したが、
有罪無罪判断と量刑判断の手続きが分離さ
れている欧米などの制度においては原則的
に考えにくい事態であり、先行研究は乏しか
った。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、日本の裁判員制度の特徴を十
分に考慮しつつ、裁判員の判断に影響を及ぼ
すことが考えられる諸要因を洗い出し、その
いくつかについて模擬裁判員実験による実
証的な検討を加え、望ましい裁判員制度、お
よびその運用について提言をまとめ、法実務
の現場に向けて発信することを目的とした。
特に、裁判員の判断に影響すると考えられる
要因の中で、公判で提示された裁判員の感情
を掻き立てるような情報が裁判員の有罪無
罪判断に及ぼす影響について検討すること
を研究の中心的な目的とした。具体的には、
遺体写真や被害者遺族の意見陳述などが裁
判員のネガティブな感情を引き起こし、有罪
無罪の判断に影響を与えることはあるのか、
あるとすればこの影響を適切に取り除く、あ
るいは最小にするにはどのような方法があ
るのかを明らかにすることを目的として模
擬裁判員実験を行い、検討を加えた。これら
の検討から、裁判員制度の運用方法などにつ
いて提言をまとめると同時に、このような影
響のメカニズムについて考察し、一般的な人
間理解に役立てることも目指した。 
 

３．研究の方法 
 本研究では、感情を掻き立てる情報が裁判
員の有罪無罪判断に及ぼす影響についての
模擬裁判員実験研究を複数行っているが、こ
こではそれらのいくつかを取り上げ、報告す
る。これらの模擬裁判員実験に共通する実験
パラダイムは以下の通りである。（１）感情
の測定 質問紙により、実験参加者（＝模擬
裁判員）のその時点での一般的感情、被告人
や被害者に対する感情を測定する（JUNAS 使
用）。これは（２）の裁判概要の提示の前後
などに、１〜数回行う。（２）裁判概要の提
示 パワーポイントスライド、ビデオなどに
より裁判の概要を示す。事案は複数を用いて
いるが、いずれも殺人事件のもので、被告人
は犯行を否認しており、犯人性が争われてい
る。目撃証拠、物証がいくつか示されるが、
すべて間接証拠であり、全体として被告人が
犯人であるとする決め手に欠ける。条件によ
り、遺体写真が提示される場合、被害者遺族
による、被害の大きさを訴え、被告人に厳罰
（死刑）を望むとする意見陳述が挿入される
場合がある。（３）裁判員としての判断 裁
判概要を提示したのちに、実験参加者に裁判
員としての有罪無罪などについての判断を
求める。このほかに、研究により、刑事裁判
の原則や裁判員としての判断の仕方につい
て説明する一般的説示や被害者遺族の意見
陳述は有罪無罪判断に使用できないことを
述べた説示が与えられる場合がある。また、
判断の際にどの情報を重視したかなど、裁判
員としての判断の仕方について尋ねること
もあった。以下に、各研究について簡単に述
べる。 
（１）研究１  被害者遺族による意見陳述
の有無、遺体写真の有無が裁判員の有罪無罪
判断、およびネガティブ感情に及ぼす影響に
ついて検討した。126 名の大学生が実験に参
加した。意見陳述の有無と遺体写真の有無を
要因とする２×２の被験者間の比較を行っ
た。 
（２）研究２  一般的説示、意見陳述を有
罪無罪判断に用いないようにという説示が、
意見陳述の効果を取り除くことができるか
について、模擬裁判員の合理的思考を行う傾
向との関連で検討した。20歳から 70歳の 150
名の成人男女が実験に参加した。説示なし、
一般的説示のみ提示、一般的説示＋意見陳述
についての注意を提示の３群を設けた。合理
的思考の傾向を測定するために、認知欲求尺
度を用いた。 
（３）研究３  丁寧な説示を与え、時間を
かけて考えることを促した上で、改めて被害
者遺族の意見陳述の有無が裁判員の有罪無
罪判断、およびネガティブ感情に及ぼす影響
について検討した。20 代から 60 代の 70名の
成人男女が実験に参加した。裁判概要提示の
際に、要点を記したメモが配布され、概要提
示後に証拠、主張のまとめが提示された。ま
た裁判員としての判断を求める前に、考えを



まとめるための時間を５分間設けた。 
 
４．研究成果 
（１）研究１  被害者遺族の意見陳述、お
よび遺体写真の提示は、模擬裁判員の有罪判
断の率を上昇させることが示された。また、
意見陳述は模擬裁判員のネガティブ感情を
強めていることが明らかになった。法廷にお
ける感情的な情報が、模擬裁判員のネガティ
ブ感情を強め、有罪無罪の判断を有罪に方向
付ける可能性が示唆された。 
（２）研究２  認知欲求が高く、合理的思
考を行う傾向が強いものほど無罪判断をす
る傾向が見られ、この傾向は一般的説示に加
え意見陳述を有罪無罪判断に用いないよう
注意を促した場合に顕著であった。また、認
知欲求が高いほど被告人に対する怒りは弱
いことが示された。媒介分析を行った結果、
被告人に対する怒りの感情の強度は、認知欲
求の高さと有罪無罪判断との関連を部分的
に媒介することが示された。すなわち、合理
的に考える傾向は被告人に対する怒りを抑
えて無罪判断を増加させると同時に、同傾向
は怒りと関係なく無罪判断につながること
が示唆された。また、認知欲求が低いものは、
被害者遺族の意見陳述を有罪無罪判断の理
由とする傾向があること、この傾向は意見陳
述を有罪無罪判断に用いないよう注意が与
えられた場合にかえって顕著であることが
示された。 
（３）研究３  被害者遺族の意見陳述の有
無は有罪無罪判断に影響を与えなかった。一
方で、裁判概要提示後の一般的なネガティブ
感情は、意見陳述に接した方がかえって低い
ことが示された。模擬裁判員に合理的に考え
るよう促した場合、意見陳述は有罪判断を増
加させることはないことが示唆された。一般
的なネガティブ感情に対する意見陳述の影
響の結果は、意見陳述を聞くことがネガティ
ブ感情の過剰な抑制をもたらしている可能
性を示唆している。 
 これらの研究が裁判員制度、およびその運
用に対し何を含意するかについて論じる。本
プロジェクトにおいて扱った被害者遺族の
意見陳述は、誰が犯人であるのかとはまった
く無関係な情報であり、有罪無罪の判断とは
関わりのないはずのものであるが、研究１で
は、有罪無罪の判断にも影響を与えることが
示された。これに対し、研究２、３は十分な
説示が与えられるなどして裁判員が合理的
に判断することを目指し、十分に考える機会
が与えられ、合理的判断を促すことによって、
意見陳述の影響から逃れることが可能であ
ることを示しているように見える。しかし一
方で、意見陳述の扱いについての注意が逆に
意見陳述を有罪判断の理由とすることを促
す可能性、意見陳述に接することが必要以上
にネガティブ感情を抑制させる可能性が示
されている。したがって、実際の裁判では裁
判員は感情的な判断を避けることを意識し、

合理的に判断するよう強く動機づけられて
いたとしても、一概に意見陳述の望ましくな
い影響の心配がないとはいえない。感情を掻
き立てるような情報の扱い全般について、さ
らなる研究に基づき慎重な対策を講じる必
要がある。 
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